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高レベル廃棄物(HLW)顆粒体は、SUS 製キャニスタに封入し、ガラス固化体貯蔵設備を共用して貯蔵する。

顆粒体貯蔵時は、顆粒体及び冷却空気の温度制限値、放射線分解ガスによる内圧上昇、顆粒体による内壁面

腐食を考慮する必要があり、これらを定量的に評価して設備仕様を決定した。 
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1. 緒言 

現行再処理施設の高レベル廃液(HLLW)に柔軟な廃棄物管理法を適用した場合、マイナーアクチニド(MA)

の分離変換技術が実用化するまで、HLLW を HLW 顆粒体にして貯蔵することになる[1, 2]。高熱量・高線量

顆粒体の貯蔵設備仕様を、要求される除熱性能、放射線分解で発生するガスによるキャニスタの内圧上昇、

水分や硝酸塩を含む顆粒体によるキャニスタ内壁面腐食の観点より評価した。 

 

2. HLW 顆粒体貯蔵設備に要求される性能 

貯蔵設備には顆粒体の除熱性能と化学的安定性が要求される。すなわち、熱的には顆粒体の溶融温度 260℃

を超過しないこと、冷却空気(建屋コンクリート)の温度が 65℃以下であることが要求され、化学的にはキャ

ニスタの許容内圧を超えるガスが発生しないこと、顆粒体による壁面腐食が十分小さいことが要求される。

今回、模擬顆粒体を用いた試験により、得られた物性値で顆粒体と冷却空気の温度、ガス発生量と腐食量を

評価し、貯蔵設備仕様を決定した。            表 1 HLW顆粒体貯蔵設備仕様 

 

3. 結論 

HLW 顆粒体貯蔵設備の仕様を表 1 に示す。

HLW 顆粒体はガラス化固化体より発熱密度が

高いため、細径キャニスタを採用し、1 本の通

風管にキャニスタを 7本配置している。熱伝導

解析でキャニスタ内径を求め、放射線分解試験

及び腐食試験でキャニスタ肉厚を決定した。 
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